
≪主な内容≫

▽ま ち の 取 組　鰺ヶ沢町福祉安心・安全支援事業

　　　　　　　　　鰺ヶ沢町手話言語条例を制定

▽いきいき情報　子ども・子育て支援事業のお知らせ

▽まちの歴史回廊　津軽の京祭り・白八幡宮大祭を知る

<今月の表紙>

　あじがさわウォーク
　詳細はまちのわだいをご覧ください
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鰺
ヶ
沢
町
福
祉
安
心
・
安
全
支
援
事
業

（
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
）ス
タ
ー
ト

　
近
年
、
少
子
高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進

行
、
人
口
減
少
社
会
へ
の
突
入
、
個
人
の

価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
多
様
化
な

ど
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
つ
な
が
り
の
希

薄
化
な
ど
、
時
代
と
共
に
地
域
や
家
族
を

取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
ま
す
。

　
加
え
て
、
生
活
上
の
諸
問
題
や
地
域
で

起
こ
る
福
祉
課
題
が
複
雑
化
・
多
様
化
・

深
刻
化
し
、
従
来
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
だ
け

で
は
対
応
で
き
な
い
問
題
が
増
え
て
き
て

い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
児

童
な
ど
の
分
野
ご
と
に
整
備
さ
れ
て
き
た

こ
れ
ま
で
の
サ
ー
ビ
ス
や
制
度
の
隙
間
を

埋
め
る
取
組
が
必
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。

　
そ
こ
で
、
町
で
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り

が
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て
、
お
互
い
に

支
え
合
い
、
い
き
い
き
と
暮
ら
す
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
地
域
住
民
が

主
体
と
な
っ
て
活
動
で
き
る
ま
ち
を
目

指
す
た
め
、「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
」
に
取
り
組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。
事

業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
独
自
に
「
鰺
ヶ

沢
町
福
祉
安
心
・
安
全
支
援
事
業
」
と
称

し
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

■
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
と
は

　
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
っ
て
、
令
和

３
年
度
か
ら
新
た
に
創
設
さ
れ
た
事
業
で

す
。　

　
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
は
、
地
域

共
生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
新
た
な
取

り
組
み
の
一
つ
で
、
子
ど
も
・
障
が
い
・

介
護
・
生
活
困
窮
と
い
っ
た
分
野
別
の
支

援
体
制
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
よ
う
な
地

域
住
民
の
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
支
援

ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制

を
構
築
す
る
た
め
「
属
性
を
問
わ
な
い
相

談
支
援
」「
参
加
支
援
」「
地
域
づ
く
り
に
向

け
た
支
援
」
の
３
つ
の
支
援
を
一
体
的
に

実
施
す
る
も
の
で
す
。

　
地
域
共
生
社
会
と
は
、
制
度
・
分
野
ご

と
の
「
縦
割
り
」「
支
え
手
」「
受
け
手
」
と

い
う
垣
根
を
越
え
て
、
地
域
住
民
や
地
域

の
多
様
な
主
体
が
参
画
し
、
人
と
人
、
人

と
資
源
が
世
代
や
分
野
を
超
え
つ
な
が
る

こ
と
で
、
住
民
一
人
ひ
と
り
の
暮
ら
し
と

生
き
が
い
、
地
域
を
共
に
創
っ
て
い
く
社

会
を
指
し
て
い
ま
す
。

■
鰺
ヶ
沢
町
の
取
組
に
つ
い
て

～
相
談
を
断
ら
な
い
包
括
的
窓
口
へ
～

　
町
で
は
、
３
つ
の
支
援
の
一
部
を
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
共
に
連
携
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
な
か
で
も
相
談
支
援
は
、
こ
れ
ま
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
窓
口
が
担
当
分
野
に
関
す
る

相
談
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
は
「
ど
こ
に
相
談
し
た

ら
良
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
い
っ
た
場
合

で
も
、
そ
の
分
野
・
内
容
を
問
わ
ず
、
町

と
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
協
力
し
て
対
応

し
て
い
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

■
相
談
窓
口

介
護
に
関
す
る
ご
相
談

　
　
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

�

（
役
場
１
階　
①
窓
口
）

障
が
い
に
関
す
る
相
談

　
　
町
ほ
け
ん
福
祉
課
福
祉
班

�

（
役
場
１
階　
①
窓
口
）

子
ど
も
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談

　
　
町
母
子
支
援
セ
ン
タ
ー

�

（
役
場
１
階　
③
窓
口
）

生
活
の
困
り
ご
と
に
関
す
る
相
談

　
　
町
社
会
福
祉
協
議
会

�

（
町
総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

問
ほ
け
ん
福
祉
課　
福
祉
班（
○内
１
１
６
）

地域や家族を取り巻く環境の変化の例
少子高齢化／核家族化の進行／人口減少
社会への突入／個人の価値観やライフス
タイルの多様化�など

　生活上の諸問題や
地域で起こる福祉課題の例　

不安やストレス／高齢者などの孤独死／
家庭内暴力や虐待／犯罪／支援が必要な
高齢者の増加（特に一人暮らしの高齢者）
／ひきこもり／子育て家庭の孤立�など

鰺ヶ沢町福祉安心・安全支援事業
（重層的支援体制整備事業）

Ⅰ　属性を問わない相談支援
　　�分野を問わず包括的に相談を受け止�
めます。詳細は下記をご覧ください。

Ⅱ　参加支援
　　�社会とのつながりを作るため、就労支
援などの支援を行います。

　・�生き活きわーくセンター（事業主体：
町社会福祉協議会）の活用　など

Ⅲ　地域づくりに向けた支援
　　世代や属性を超えて交流できる場や
　　居場所を提供します。
　【介　護】高齢者ふれあいの場
　【障がい】地域活動支援センターやすらぎ
　【子ども】バンビルーム
　【生活の困りごと】日常生活緊急支援
　　　　　　　　　　センター　など

連携して対応
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…手話を使ってみよう… 鰺
ヶ
沢
町
手
話
言
語
条
例
を
制
定

˜
手
話
を
知
ろ
う 

手
話
で
つ
な
が
ろ
う
˜

聴
覚
障
が
い
と
は

　
聴
覚
障
が
い
と
は
、
耳
が
聞
こ
え
な
い
、

あ
る
い
は
聞
こ
え
に
く
い
こ
と
で
す
。

　
聞
こ
え
の
程
度
は
人
に
よ
っ
て
異
な
り
、

原
因
も
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
聞
こ
え
な
く

な
っ
た
人
、
生
ま
れ
つ
き
聞
こ
え
な
い
人
、

年
を
取
る
に
つ
れ
て
聞
こ
え
に
く
く
な
っ
た

人
な
ど
、
人
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

　
聞
こ
え
に
障
が
い
の
あ
る
人
に
は
、
補
聴

器
を
使
う
こ
と
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
人
、
筆
談
で
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
人
、
手
話
を
使
っ
て
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
人
も
い
ま
す
。

＂
手
話
＂
っ
て
な
に
？

　
手
話
は
、
目
で
見
る
こ
と
ば
（
言
語
）
で

す
。
手
や
指
の
動
き
、
表
情
な
ど
を
使
っ
て

表
す
視
覚
言
語
で
す
。

　
聞
こ
え
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
中
で
、
手

話
を
使
っ
て
生
活
し
て
い
る
人
の
こ
と
を

＂
ろ
う
者
＂
と
い
い
ま
す
。

な
ぜ
手
話
言
語
条
例
を
制
定
し

た
の
？

　
令
和
４
年
第
１
回
鰺
ヶ
沢
町
議
会
に
お
い

て
「
鰺
ヶ
沢
町
手
話
言
語
条
例
」
が
制
定
さ

れ
、
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
手
話
言
語
条
例
は
、
手
話
も
大
切
な
言
語

の
ひ
と
つ
だ
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
、
こ
れ
ま
で
皆
さ
ま
に
な
じ
み
の
な
か
っ

た
＂
ろ
う
者
＂
や
＂
手
話
＂
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
し
て
い
ま
す
。

　
ろ
う
者
が
手
話
を
し
や
す
い
環
境
を
つ
く

る
こ
と
で
、
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

意
思
疎
通
︵
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
︶
支
援
事
業

　
聞
こ
え
に
障
が
い
の
あ
る
人
を
対
象
に
、

手
話
通
訳
者
な
ど
を
派
遣
し
て
い
ま
す
（
県

ろ
う
あ
協
会
へ
業
務
委
託
）。

　
官
公
庁
の
手
続
き
や
病
院
受
診
時
な
ど
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
派
遣
を
希
望
す
る
１
週
間
前
ま
で
に
、
ほ

け
ん
福
祉
課
福
祉
班
窓
口
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
な

ど
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

手
話
サ
ー
ク
ル
は
ま
な
す

　
ろ
う
者
と
の
交
流
を
中
心
に
、
会
話
や
手

話
コ
ー
ラ
ス
を
通
し
て
手
話
を
学
び
、
楽
し

く
活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
：
毎
月
２
回（
月
曜
日
）₁₉
時
～
₂₁
時

　
※
詳
し
い
活
動
日
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い

◆
場
所
：
舞
戸
公
民
館

◆
問
合
せ
先
：
☎
８
２

－

２
５
３
５（
世
永
）

申
・
問
ほ
け
ん
福
祉
課　
福
祉
班

�

（
○内
１
１
６
︑ 

１
１
７
︑ 

１
２
７
）

　

�

Ｆ
Ａ
Ｘ
：
７
２

－

３
４
８
８　

町議員と西北五ろうあ協会及び関係者が記念撮影

 

ありがとう

左手の甲から右手を縦に垂直に上げます。

 

 
顔を時計に見立て12時
を指します。 

向かい合わせた人差し
指を折り曲げます。  

こんにちは
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　４月21日、株式会社杉澤興業（杉澤廉晴代表取締役社長）が、
「鰺ヶ沢海岸クリーンアップ清掃」として、七里長浜海岸の清
掃活動を行いました。
　この清掃活動は、本格的な観光シーズン前に、観光客の皆さ
まを気持ちよく出迎えられるようにと毎年行われており、今年
で36年目になります。
　杉澤社長は「五能線でいらっしゃるお客様に美しい西海岸を
見ていただきたい」と挨拶しました。
　当日は、同社従業員のほか、ＪＲ東日本秋田支社、町観光協
会、町観光商工担当課など70名が参加し、軽トラック３台分、
200㎏以上のごみを集めました。

（株）杉澤興業　七里長浜海岸清掃活動

　４月18日、町の名誉犬わさおの義娘「ちょめ」が鰺ケ沢駅
観光主任に就任しました。ちょめは2018年に観光営業見習い
に就任してから、営業係や観光営業主任を務め、今年で５年目
になります。
　わさおプロジェクトの工藤健代表は「ちょめの頑張りを期待
している。ちょめを通してわさおを思い出してほしい」と話し
ていました。
　ちょめは早速、今年、運行開始25周年を迎えた「リゾート
しらかみ」の到着を歓迎し、可愛らしいちょめのお出迎えに乗
客は拍手して喜んでいました。

わさおの義娘ちょめ　鰺ケ沢駅観光主任に就任

　４月24日、町教育委員会主催のあじがさわウォークが大高
山総合公園で開催され、２歳から70代までの約70名が参加し
ました。これは、町民の皆さまに、四季折々の町の自然を楽し
みながら健康づくりを行うきっかけとしてもらうため、昨年か
ら開催されています。
　参加者は、約５㎞のコースを思い思いの速さで歩きながら満
開の桜を観賞し、春の訪れを楽しんでいました。
　参加者からは「晴れ空のなかで桜を見ることができて気持ち
がいい」といった声が聞かれました。
　あじがさわウォークは、今後、夏・秋・冬に予定されていま
す。

お花見しながら健康づくり　あじがさわウォーク開催

　４月18日、白神山地と赤石渓流の観光を考える会が、町総
合保健福祉センター周辺の桜のせん定ボランティアを行いまし
た。これは、同会が「自宅で桜を咲かせましょうプロジェク
ト」として、町の皆さんにせん定した枝を持ち帰ってもらい、
咲いた桜を見て喜んでもらうために企画されました。
　せん定した桜の枝約600本は、ショッピングセンターパルや
海の駅わんど、町社会福祉協議会で無料配布されました。桜を
もらった方からは「花見には行けないので、桜が咲いたら玄関
に飾りたい」「毎年もらえるのを楽しみにしている。桜を見る
と癒される」といった声が聞かれました。

桜のせん定ボランティアを実施

せん定した桜の枝を切り分ける会員

七里長浜海岸の清掃活動を行う参加者

桜の下をウォーキングする町民

リゾートしらかみを歓迎するちょめ
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　４月27日、西海小学校（川浪久和校長）の６年生15名が、
サケの稚魚約30匹を赤石川に放流しました。
　これは、町の漁業を深く知ることを目的に昨年度から実施し
ている校外活動で、西北地方水産事務所など関係者の協力によ
り行われました。
　放流に至るまで児童たちは、昨年12月に自らサケの採卵を
行い、学校で卵をふ化させました。育成にあたっては、稚魚に
なるまでエサをやりすぎないことやびっくりさせないこと、温
度調節などに気をつけながら努力したそうです。
　放流を終えた児童は「大きくなって戻ってきてほしい」と話
していました。
　サケが順調に育つと、４年後には体長約60㎝、約３㎏の成
魚になって赤石川に戻ってきます。

育てたサケの放流体験～西海小学校～

　４月21日から30日までの10日間は、春の「安全・安心まち
づくり旬間」です。それに伴い、４月25日、鰺ケ沢警察署（芳
賀延聡署長）が春の「安全・安心まちづくり推進大会」を開催
しました。
　大会には、交通指導隊や防犯・交通安全のボランティア団体
など約40名が参加しました。
　芳賀署長は「地域の治安維持のためには、地域一体となった
取組が必要です。ご支援ご協力をお願いします」と挨拶しまし
た。
　大会終了後は、町内のスーパーや駅前で特殊詐欺や万引き防
止の広報活動、自転車防犯診断を行い、防犯意識の向上を呼び
かけました。

春の安全・安心まちづくり推進大会

　５月１日、光信公の館オープンセレモニーが行われ、今年度
の営業を開始しました。
　セレモニーでは、平田町長が「今年は種里城跡国史跡指定20
周年にあたる。今後も町の歴史・文化を後世に伝えていくため、
町の皆さまにはご協力いただきたい」と挨拶しました。
　セレモニー終了後には、町教育委員会の中田書矢総括学芸員
による新展示資料などの解説会が行われました。新展示資料に
は、黒石藩ゆかりの雛飾りや明治期頃に町内で起きた事件や災
害、感染症などが記録された累

るいねんおぼえちょう

年覚帳など、〆
しめ

二
に

戸沼家からお
借りした鰺ヶ沢の旧家の暮らしぶりを伝える貴重な資料を展示
しています。

光信公の館　今年度の営業を開始

　４月25日、白神野菜センターで、つがるにしきた農業協同
組合つがる白神統括支店主催のアスパラガス出荷説明会が開催
されました。説明会には生産者ら約40名が参加し、出荷の際
の基準となる品質や大きさなどの区分を確認していました。
　同支店の對馬孝アスパラ・そさい班長は「総販売目標金額
１億円に向けて、みんなで頑張っていきたい」と挨拶しました。
　町内で作付けされるアスパラガスは面積、収穫量ともに県内
有数で、冬の間栄養分を蓄えた春採りのアスパラガスは５月中
旬から収穫の最盛期を迎えています。皆さまも食卓で春の香り
や味を楽しんでみてはいかがでしょうか。

春野菜が登場　アスパラガス出荷説明会

説明を聞きながら基準を確認する生産者

育てたサケの稚魚と記念写真

展示資料解説会の様子

特殊詐欺防止の啓発活動を行いました
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　新型コロナウイルス感染症の影響でおうち時間が増え、いつもとちょっと違った料理にチャレンジしてみよ
うかな…と思う方もいらっしゃると思います。
　この機会にぜひ、野菜たっぷりのバランス食を学んで、家族の食卓を飾ってみませんか。
　きっと、笑顔が増えて会話も弾むと思いますよ。
対象▶町内在住の方
場所▶鰺ヶ沢町総合保健福祉センター　栄養指導室
時間▶受付8：50～　調理など9：00～12：00
日程▶

参加料▶１人1回あたり300円（傷害保険料含む）
申込み▶ほけん福祉課　健康推進班（○内147）

　歯周病は、歯の周りの歯肉や歯を支える骨などが溶けてしまう病気で、細菌による感染症です。　
　その発症には、からだの免疫力も関係しており、喫煙やストレス、不規則な生活などは免疫力を低下
させ、歯周病を発症しやすくなります。
　そこで今回は、歯周病を予防するための生活習慣について紹介します。歯周病を予防するためには、
生活習慣の改善や歯みがきが効果的です。毎日の生活を見直して、全身の健康を維持しま
しょう。

・生活リズムを整える　・適度な運動をする　・質の良い睡眠をとる
・ストレスをためない　・禁煙をする
「口の健康」と「全身の健康」はつながっています！

毎月１日は「あじがさわ健康の日」

歯周病を予防しましょう

６月のテーマ「歯周病」

【６月の乳幼児健診日程】
健　診 健診日［受付時間］ 場　所 対　　象 持ち物

乳児健診 ６月２日（木）
［13：00～13：20］

中央公民館
２階和室

3か月児：令和４年 1月生まれ
6か月児：令和３年11月生まれ
10か月児：令和３年 7月生まれ

母子健康手帳
バスタオル

１歳６か月児
健　診

６月23日（木）
［12：45～13：00］

令和２年９月・10月・11月生まれ
母子健康手帳
バスタオル
送付される問診票 ほか

乳児健診 ６月30日（木）
［13：00～13：20］

3か月児：令和４年 2月生まれ
6か月児：令和３年12月生まれ
10か月児：令和３年 8月生まれ

母子健康手帳
バスタオル

『生活習慣病予防栄養教室』参加者募集

私たちは鰺ヶ沢町の食生活改
善推進員です。私たちが学ん
できた健康づくりのレシピを
みんなで作りましょう！

実施月日 内　　容 申込締切日
６月15日（水） 男性のための料理教室 ６月13日（月）
７月27日（水） おやこ食育教室 ７月25日（月）
８月29日（月） 生涯骨太クッキング ８月26日（金）
９月16日（金） 高校生のための料理 ９月14日（水）
10月７日（金） 働き世代のための料理 10月５日（水）
11月28日（月） お正月料理 11月25日（金）
※上記日程は鰺ヶ沢町食生活改善推進員伝達講習会と併行して行います。
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高齢者肺炎球菌予防接種費用を
助成します

　町では、肺炎球菌による肺炎予防のため、初めて肺
炎球菌の予防接種を受ける方を対象に、予防接種にか
かる費用の一部を助成しています。

助成対象
　鰺ヶ沢町に住民票があり、過去に肺炎球菌の予防接
種を一度も受けたことがなく、次に該当する方
　①�令和５年３月31日時点で65歳以上の方（昭和33
年３月31日生まれの方まで）

　②�60歳以上65歳未満で心臓、じん臓、呼吸器の機
能障がいを有する方及びヒト免疫不全ウイルスに
より身体障害者手帳１級をお持ちの方、または同
等程度の障がいを有する方

受付期間▶通年

接種費用▶自己負担額2,000円
　　　　　（生活保護受給者は無料）
※�自己負担額を除く接種費用（約6,000円）を町が助
成します。

申込方法▶ ほけん福祉課健康推進班にお申込みくださ
い。予診票をお渡しします。予防接種を受
ける際は、各指定医療機関へ事前にお申込
みください。

接種時必要なもの▶ 予診票、健康保険証など本人確認
できるもの、接種費用2,000円

令和４年度　保健師担当地区一覧
　４月から担当保健師が一部変更となりました。“健康づくり”の輪を一緒に広げましょう。お住まいの地区を訪
問した際には、お気軽にお声掛けください。

地区名 舞戸地区 鰺ヶ沢地区 鳴沢地区 赤石地区 中村地区
担当保健師 井上　信子 新保　尚子 加藤　恵子 今　優菜 蔦谷　美侑

風しん抗体検査が
無料で受けられます

　町では、先天性風しん症候群を予防するため、風し
ん抗体検査及び風しん予防接種費用の助成をしていま
す。
助成対象▶鰺ヶ沢町に住民票があり、次に該当する方
　　　　　①妊娠を予定または希望する女性
　　　　　②妊娠を希望する夫婦（事実婚を含む）
　　　　　③妊婦の夫（パートナー）
　　　　　④妊婦の同居家族
※ただし、次に該当する方は対象外となります。
・�過去に風しん予防接種または麻しん風しん混合予防
接種を２回受けた方
・�過去に明らかに風しんに罹患したことがある方
受付期間▶通年
検査費用▶無料
申込方法
　ほけん福祉課健康推進班にお申込みください。助成
券を交付します。検査を受ける際は、各指定医療機関
へ事前にお申込みください。
実施の流れ
　検査の結果、抗体価が基準値以上であれば検査は終
了となりますが、抗体価が基準値未満の場合は風しん
予防接種を行います。
検査時必要なもの▶ 助成券、健康保険証など本人確認

できるもの
　妊娠初期の妊婦さんが風しんに感染すると、生まれ
てくる赤ちゃんが「先天性風しん症候群」という病気
になる可能性があります。あなた自身と赤ちゃんを守
るため、ご家族での実施をご検討ください。

申・問ほけん福祉課　健康推進班（○内144・145・146・147）

五所川原保健所こころの健康相談
６月９日（木）13：00～14：00
電話0173⊖34⊖2108（要予約）

●６月は「食育月間」
●６月４日～10日は
　　　「歯と口の健康週間」

肺炎球菌予防接種・風しん抗体検査実施場所（指定医療機関）
　つがる西北五広域連合鰺ヶ沢病院　☎72－3111　　　　越前医院　　☎72－5151
　あじがさわクリニック　　　　　　☎72－5200　　　　七ツ石内科　☎72－2879
※�高齢者肺炎球菌予防接種について、やむを得ない事情により、指定医療機関以外での実施を希望する場合は
ご相談ください。

・�過去に明らかに風しんに罹患したことがある方
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　産後の家事について不安に思っていませんか？私も不安でしたが、母子支援センターの「出産後の家事援
助」を利用し、気持ちに余裕を持って過ごすことができました。
　栄養たっぷりのおいしい食事を、笑顔で届けてくださるヘルパーさん。産後の慌ただしい日々に、家族と一
緒に、ゆっくりとご飯を食べられる幸せをかみしめました。
　驚いたのは、毎日の食事に添えられたお手紙です。メニューごとに丁寧に材料の説明が。
そして、「今、外ではこんなお花が咲いていますよ」と、かわいいイラスト付きでメッセー
ジをくださったのです。赤ちゃんと２人きりで家の中にいる私への、さりげない心遣いでし
た。ヘルパーさんとの温かい思い出は、今も私を支えてくれています。
　もし不安なことがあれば、ぜひ母子支援センターに相談を。優しいスタッフさん、素敵な
ヘルパーさんが、きっと力になってくれますよ！≪匿名希望≫

＊ママサポート事業の感想をいただきました＊

問ほけん福祉課 子ども家庭班 母子支援センター（○内156） メールアドレス：boshi-center@town.ajigasawa.lg.jp

子ども・子育て支援事業のお知らせ
　鰺ヶ沢こども園で実施していた、鰺ヶ沢町子育て支援センター事業「バンビルーム」と鰺ヶ沢町病後児保育事業
「おひさまルーム」は、令和３年度末の鰺ヶ沢こども園の閉園により事業が終了となりました。これまでのご利用
やご協力に、心より感謝申し上げます。
　今後は、委託方式により事業を継続してまいりますので、ぜひご利用ください。

鰺ヶ沢町子育て支援センター事業
「こうめちゃんルーム」

　子育て支援センターは、社会福祉法人みちのく会　
幼保連携型認定こども園　舞戸保育所　で実施します。
日時▶週３日（不定期）
　　　８：30～11：30、13：00～15：00
場所▶舞戸保育所　子育て支援室「こうめちゃんルーム」
　　　（鰺ヶ沢町大字舞戸町字下富田29︲7）
対象▶子育て家庭の親子
料金▶無料
申込▶ LINE公式アカウント（＠koume_

room）、電話（☎0173︲72︲2277）、
または舞戸保育所ホームページ
（https://michinokukai.jp）のお
問合せフォームからお申込みくだ
さい。

～「こうめちゃんルーム」 からのメッセージ～
　お子さんとご家族の皆さんが楽しめる活動を週３日、
計画しています。子ども同士・ご家族同士の出会いや
子育ての楽しみを広げる場としてご利用いただければ
いいなと思いますので、ぜひお気軽に遊びにきてくだ
さいね。

鰺ヶ沢町病後児保育事業
「よつばルーム」

　病後児保育は、社会福祉法人つくし会　保育所型認
定こども園　認定こども園つくしの森　で実施します。
日時▶月曜日から土曜日（日曜･祝日･年末年始は休園）
　　　８：00～18：00（7：30から受付可能です）
場所▶�認定こども園つくしの森「よつばルーム」
　　　（鰺ヶ沢町大字北浮田町字今須79）
対象▶ 医師が病後児保育の利用を可能とした、集団保

育等が困難な、病後、回復期にある生後６か月
から小学６年生までのお子さん

料金▶１日分の料金は以下のとおりです。
　　　★鰺ヶ沢町のお子さん　500円
　　　★鰺ヶ沢町外のお子さん　1,000円
　　　別途、昼食・おやつ代（１食）200円がかかります。
申込▶ 利用日の前日までに、つくしの森（☎0173︲

72︲2704）へ電話でお申込みください。（登録
申請書・利用申請書の記入、提出が必要です。）

～「よつばルーム」 からのメッセージ～
　よつばルームでは、お子さんが早く健康を取り戻せ
るよう看護師と保育士が保育を行いますので、保護者
の方は安心してご利用ください。ご相談や見学などお
気軽にご相談ください。

※事業に関することで、ご不明な点やお気づきの点がございましたら、下記担当へお問合せください。
� 問ほけん福祉課　子ども家庭班（○内154・155）

新新 鰺ヶ沢町子育て支援センター事業
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◆
戸
別
受
信
機
の
確
認
を
し
よ
う

　

防
災
行
政
無
線
設
備
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て

か
ら
、
１
年
以
上
が
経
ち
ま
し
た
。
今
一
度
、

戸
別
受
信
機
か
ら
放
送
が
流
れ
て
い
る
か
、

確
認
し
ま
し
ょ
う
。　

【
確
認
事
項
】

①
受
信
の
ラ
ン
プ
が

　
　
　
　
　
赤
く
光
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

受
信
の
ラ
ン
プ
が
赤
く
光
っ
て
い
る
と
電

波
を
受
信
で
き
て
い
な
い
か
、
機
械
が
故
障

し
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
総
務
課
防

災
班
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

②
乾
電
池
の
交
換
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

乾
電
池
を
入
れ
た
ま
ま
の
場
合
は
、
最
低

で
も
１
年
に
１
度
、
乾
電
池
の
交
換
を
お
願

い
し
ま
す
。

※�

乾
電
池
の
腐
食
に
よ
り
機
械
が
故
障
す
る

恐
れ
が
あ
る
た
め
、
総
務
課
防
災
班
で
は

乾
電
池
を
入
れ
な
い
こ
と
を
推
奨
し
て
い

ま
す
。 防災

戸別受信機の確認
※町では「防災出前講座」を実施していま
す。町内会で自主防災組織を立ち上げてみ
ませんか。講座の申込・お問合せは下記ま
でご連絡ください。

問総務課　防災班（○内317・318）

③
放
送
の
音
が

　
　
　
　
小
さ
く
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

戸
別
受
信
機
の
右
側
に
付
い
て
い
る
音
量

調
節
ボ
リ
ュ
ー
ム
の
つ
ま
み
を
、
右
方
向
に

回
す
と
音
量
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

【
よ
く
あ
る
質
問
】

Ｑ
．�

録
音
の
ラ
ン
プ
が
オ
レ
ン
ジ
色
に
点
滅

し
て
い
ま
す
が
故
障
で
す
か
？

Ａ
．�

再
生
さ
れ
て
い
な
い
放
送
が
あ
る
た
め

で
す
。「
再
生
／
次
へ
」
ボ
タ
ン
を
連

続
で
押
し
て
録
音
さ
れ
て
い
る
放
送
を

全
て
再
生
す
れ
ば
、
点
滅
が
消
え
ま
す
。

Ｑ
．�

戸
別
受
信
機
か
ら
の
放
送
が
途
切
れ
る

と
き
が
あ
る
の
で
す
が
？

Ａ
．�

戸
別
受
信
機
は
、
電
波
状
況
の
良
い
場

所
に
ご
家
族
の
方
の
承
諾
を
得
て
設
置

し
て
い
ま
す
が
、
季
節
的
な
原
因
な
ど

で
、
電
波
状
況
が
変
動
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
次
の
点
を
確
認
し
、
改
善
し

な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

・�

外
部
ア
ン
テ
ナ
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い

場
合
、
本
体
の
ア
ン
テ
ナ
が
伸
び
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

・�

戸
別
受
信
機
を
業
者
が
設
置
し
た
場
所

か
ら
移
動
さ
せ
た
場
合
、
元
の
場
所
に

戻
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

・�

戸
別
受
信
機
の
近
く
に
、
テ
レ
ビ
や
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
機
器
な
ど
の
電
子
機
器

が
あ
る
場
合
、
そ
れ
ら
か
ら
影
響
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
戸
別
受
信
機

と
電
子
機
器
の
距
離
を
離
し
て
み
て
く

だ
さ
い
。

Ｑ
．�

今
か
ら
で
も
戸
別
受
信
機
を
借
り
ら
れ

ま
す
か
？

Ａ
．�

総
務
課
防
災
班
で
戸
別
受
信
機
の
貸
出

を
行
っ
て
い
ま
す
。
役
場
ま
で
来
ら
れ

な
い
場
合
は
、
電
話
で
の
申
請
も
受
付

け
て
い
ま
す
。

　
　

�

戸
別
受
信
機
の
ほ
か
に
、
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
使
っ
た
「
Ｔ
ｗ
ｉ
ｔ
ｔ

ｅ
ｒ
」
や
「
Ｙ
ａ
ｈ
ｏ
ｏ
！
防
災
速

報
」、「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
ア
プ
リ
か
ら
防

災
・
行
政
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
戸
別
受
信
機
を
お
持
ち
で
な

い
方
は
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

Ｑ
．�

戸
別
受
信
機
設
置
の
際
、
外
部
ア
ン
テ

ナ
が
必
要
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
新
築
の

家
で
外
壁
に
穴
を
開
け
た
く
な
い
の
で

す
が
？

Ａ
．�

エ
ア
コ
ン
、
Ｔ
Ｖ
ア
ン
テ
ナ
、
電
話
線

な
ど
の
配
管
を
利
用
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
一
度
ご
相
談
を
お
願
い

し
ま
す
。

Ｑ
．�

町
外
へ
の
引
越
し
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

戸
別
受
信
機
で
必
要
な
手
続
き
は
あ
り

ま
す
か
？

Ａ
．�

戸
別
受
信
機
本
体
を
総
務
課
防
災
班
に

返
却
し
て
く
だ
さ
い
。
外
部
ア
ン
テ
ナ

の
撤
去
が
必
要
な
場
合
は
、
お
早
め
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に

　

�

～
６
月
は
土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す
～

　

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
、
日
頃

の
備
え
と
早
め
の
避
難
が
必
要
で
す
。　

　

土
砂
災
害
は
、
台
風
な
ど
の
大
雨
の
時
期

に
特
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
身
の
危
険
や
周

囲
の
異
変
を
感
じ
た
ら
、
た
だ
ち
に
避
難
す

る
と
と
も
に
、
町
な
ど
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
や
土
砂
災
害

警
戒
区
域
等
マ
ッ
プ
な
ど
土
砂
災
害
に
関
す

る
情
報
は
青
森
県
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
「
防

災
情
報
（
砂
防
）」
と
検
索
す
る
と
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

≪
連
絡
先
≫

　

総
務
課
防
災
班　

　
　

☎
０
１
７
３

－

７
２

－

２
１
１
１

　

青
森
県
県
土
整
備
部
河
川
砂
防
課

　
　

☎
０
１
７

－

７
３
４

－

９
６
７
０

参
考
Ｕ
Ｒ
Ｌ
（
防
災
情
報
（
砂
防
））

http://w
w
w
.pref.aom

ori.lg.jp/soshiki/
kendo/kasensabo/dosha_keikai_itiran.
htm
l

①受信ランプ
が赤くなって
いないか確認 

③音量を調整
する時はこの
つまみを回す

②電池の確認・
交換をお願い
します 
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トラクターなどの届け出を忘れていませんか？
　トラクターやフォークリフトなどの小型特殊自動車
は、軽自動車税の対象となります。
　田畑や作業場のみの使用で道路の走行がない場合で
も、地方税法により所有していることに基づいて課税
されるため、町に届出しナンバー標識の交付を受ける
必要があります。
　また、車両を廃車にした際にはナンバー標識を返納
する届出が必要です。
　なお、農業や営業に使用した車両の軽自動車税は、
確定申告等の収支計算上、必要経費に計上できます。
≪届出に必要なもの≫
※�車両情報（車名・車台番号・型式・排気量など）の
確認ができるもの、印鑑
車両区分 特殊作業用 農耕作業用

種　　　類

フォークリフト
・ショベルロー
ダ・ミニバック
ホー・ロータリ
除雪自動車など

トラクター・薬
剤散布車・コン
バイン・田植機
など

規
　
　
　
格

車両の長さ 4.7メートル以下 農耕作業用は大
きさの要件がな
く、最高速度が
時速35キロメー
トル未満であり、
乗用装置がある
ものは小型特殊
自動車となりま
す。

車 両 の 幅 1.7メートル以下

車両の高さ 2.8メートル以下

最 高 速 度 時速15キロ
メートル以下

税　　　額 5,900円 2,400円
� 問総合窓口課　課税班（○内186）

★今月のおすすめ本★
≪一般書≫「劉備と諸葛亮　
　　　　　　　カネ勘定の『三国志』」
　著：柿沼陽平／出版社：文藝春秋
　三国志の英雄は全員悪人⁉気鋭の歴史学
者が歴史学の知見をふまえて、これまでの
常識を覆す！小説、映画、マンガ、ゲーム
を通じて幅広い世代に受入れられている三
国志。多くの場合、主人公は劉備で、きまって「つね
に民を思いやる仁君」として描かれる。その脇には彼
を支え続けた天才的軍師、諸葛孔明が控えている。
　ところが歴史学の手法を駆使すると、まったく違う
姿が浮かび上がる。彼らの驚愕の事実とは…。

≪児童書≫「バイバイばいきんさん
　　　　　　　　　　はみがきのまき」
　作：たかいよしかず／出版社：国土社
　めんどくさくて、はみがきをしていな
かった子どものお口にいたムシバキンの
ミュータン。ごちそうやあまいものを食
べて子どもを虫歯にします。ところがママといっしょ
にはみがきをして、ついに虫歯とバイバイすることに…。

　おすすめ本は、日本海拠点館図書コーナーで借りる
ことができますので、ぜひご利用ください。
　なお、新刊図書は好評につき、貸出中の場合があり
ます。
　１人２冊までの貸出制限にご理解とご協力をお願い
いたします。〈予約可〉
開館時間▶９：00～18：00　
休 館 日▶月、火曜日
� （図書コーナーのみ第４木曜日もお休みです。）
返却場所▶日本海拠点館・中央公民館・舞戸公民館
� 問日本海拠点館　図書コーナー［☎72－5555］

「鰺ヶ沢はまなす学級」受講生募集
対象▶町内在住のおおむね60歳以上の方
内容▶�健康、歴史、文学、芸術、スポーツ、視察研修

など
受講料▶無料
開講月▶６月・７月・９月・10月・11月の計５回
　　　　（詳しい日時は広報あじがさわに掲載します）
申込先▶下記へお申込みください（随時受付）
その他▶全学習会に参加した方には記念品を贈呈します
鰺ヶ沢はまなす学級開講式・第１回学習会

日時▶６月28日（火）
　　　10：00～11：30（受付９：30～）
会場▶舞戸公民館　大ホール
内容▶10：00～　開講式
　　　10：30～　学習会（講演）
演題▶「�鰺ヶ沢で始まり鰺ヶ沢で終えた37年間の教

員生活」
講師▶社会教育課　藤田昭彦社会教育推進ディレクター
� （前 舞戸小学校長）
※当日はマスクの着用をお願いします。
� 申・問社会教育課　社会教育班（○内365）

室内温水プールからお知らせ
利用時間

１回目 ２回目 ３回目 ４回目

水・木・
金曜日　

13：00

～

15：00

15：30

～

17：30

18：00

～

20：00

土・日・
祝日　　

10：00

～

12：00

12：30

～

14：30

15：00

～

17：00
※健康維持や衛生管理のため２時間入替制です。
※月、火曜日は休館日です。
臨時休館日
６月３日（金）～５日（日）
　第75回青森県高等学校総合体育大会水泳競技会開催
６月11日（土）
　令和４年度　地区中体連夏季大会水泳競技開催
　（西つ・北五・南・弘前地区合同開催）
� 問室内温水プール［☎72－5700］
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身体障がい者巡回診査及び更生相談
　身体の不自由な方（肢体不自由者）を対象に、医師
による無料診査や社会的更生の相談が次の日程で行わ
れます。
診療科目▶整形外科（肢体不自由）
開催月日▶７月６日（水）
受付時間▶９：00～10：00
会場▶五所川原市中央公民館
対象者
　①�身体障害者手帳の交付を受けるために診査を必要
とする方及び障がい程度を変更される方�

　②�義肢・補装具などの新規交付（再交付）、または
修理を必要とされる方�

　③�就業・生活・医療・施設入所などの相談を希望さ
れる方

当日持参するもの▶�身体障害者手帳（すでに交付さ
れている方は忘れずに！）、印鑑
（認印で構いません）、保険証

※�今年度、再認定の対象者で診断書の提出が必要な方
には、個別に通知します。
※�診査・相談をご希望の方は、７月１日（金）までに
下記へお申込みください。
� 申・問ほけん福祉課　福祉班（○内117）

「津軽なび」で魅力的な体験を
ネット予約できるようになりました！
　鰺ヶ沢町が参画している（一社）C

ク ラ ン

lan�P
ピ オ ニ ー

EONY�津
軽では、今年３月に青森県津軽地域観光情報サイト
「津軽なび」内に、津軽地域14市町村のアクティビ
ティ、クラフト体験などを予約できるサイトをオープ
ンしました。
　家族、友人とのお出かけ先をぜひ「津軽なび」で探
してみてください。事前予約がおすすめです。
　「♯つがるとりっぷ」をつけてInstagram
に投稿するだけで津軽の特産品が当たるお
得なキャンペーンも実施中です。
� 問Clan�PEONY�津軽［☎0172－88－6090］

空き家等除却事業費助成金
　町では、放置することが不適切な状態の空き家等
（特定空き家）の除却（解体）を促進するために、解
体費用の一部を助成します。詳しくは下記までお問合
せください。
対象となる空き家
・�建築物またはこれに附属する工作物で、居住その他
の使用がなされていないことが常態のもの
・�そのまま放置すれば倒壊など著しく保安上危険また
は衛生上有害となるおそれのある状態と認められる
空き家等
助成対象者
・助成対象空き家等の所有権を有する者
・助成対象空き家等の所有者の相続人である者
・�助成対象空き家等の所有権を有する者または相続人
から空き家等の除却について同意を得た者
助成額
　30万円を限度として、事業に要する費用の２分の
１を助成します。※1,000円未満は切り捨てとします。
対象となる経費
・特定空き家等の解体撤去費用
・廃材等運搬及び処理費用
� 問総務課　防災班（○内317・318）

あじバス時刻表2022年改訂版を発行します
　町では、コミュニティバス［通称、あじバス］の時
刻表を６月にリニューアルし、各ご家庭に毎戸配布し
ます。
　時刻表は、毎月発行する「変更一覧」と合わせてご
覧いただく必要がありますので、大切に保管してくだ
さい。
　また、普段あじバスをご利用にならない方も、急な
利用に備え保管をお願いします。この機会にぜひ一度
乗車してみてはいかがでしょうか。あじバスは、１乗
降につき100円です。
　なお、バスの基本的な運行時刻は昨年４月から変更
はありません。
� 問政策推進課　政策調整班（○内335）

農振除外申請について
　町では、農業振興のために利用・保全すべき土地を
「農用地区域」として設定しています（耕作していな
い土地も含む）。
　この区域内の土地について、住宅用地や農業用施設
用地（倉庫、資材置き場など）といった耕作以外の目
的に使用する場合は、町が設定している区域から除外
するなどの手続きが必要です。
　農振除外の手続きは、約６か月以上の期間を要しま
す。今年の受付締切は６月30日（木）となっており
ます。詳しくは町ホームページをご覧ください。
� 申・問農林水産課　農業経営班（○内227）

特設人権相談所を開設します
日時▶６月１日（水）10：00～15：00
場所▶舞戸公民館　講習室
相談内容▶�不当な差別、職場・学校でのいじめ・虐待、

相隣間のトラブル、インターネットでの誹
謗中傷・プライバシーの侵害、ストーカー、
セクハラ、配偶者・パートナーからの暴力
（ＤＶ）など

担当者▶鰺ヶ沢町人権擁護委員
※�相談は無料、秘密は守ります。ひとりで悩まず、お
気軽にご相談ください。
� 問ほけん福祉課　福祉班（○内116）

６月30日（木）は
【第１期】町県民税の納期限となっています。

～納め忘れのないようお願いします～
口座振替で納付いただいている方は、納期限までに
口座残高の確認をお願いします。　　　　　　　　
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令
和
２
年
（
２
０
２
０
）
に
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
に
大
流
行
し
て

か
ら
、
早
や
３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の

影
響
は
、
経
済
や
日
常
生
活
だ
け
で
な
く
、

各
地
の
祭
り
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。

　

鰺
ヶ
沢
町
で
３
４
０
年
以
上
の
歴
史
を
有

す
る
「
白し
ら

八は
ち

幡ま
ん

宮ぐ
う

大た
い

祭さ
い

」
も
、
昨
年
が
４
年

に
一
度
の
開
催
の
年
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
に
よ
り
１
年
延
期
と
な
り
ま
し
た

（
今
年
８
月
開
催
予
定
）。
白
八
幡
宮
大
祭

は
、
神み

輿こ
し

渡と

御ぎ
ょ

行
列
に
山や

車ま

運
行
が
つ
く
祭

り
で
、
北き
た

前ま
え

船ぶ
ね

が
運
ん
だ
上
方
文
化
と
さ
れ

ま
す
。
京
都
の
祇
園
祭
の
流
れ
を
く
む
こ
と

か
ら
、「
津
軽
の
京
祭
り
」
と
も
呼
ば
れ
て

い
る
祭
り
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
皆
さ
ん
は
、
白
八
幡
宮
大
祭
の

津
軽
の
京
祭
り
・
白
八
幡
宮
大
祭
を
知
る

疫 

病 

と 

祭 

り

祇園祭の山鉾巡行（洛中洛外図屏風）室町時代後期
『北前船と津軽西浜』より転載　　　　　　　　　

白八幡宮大祭の神輿渡御行列（平成29年）
行列の後に各町内の山車がお供する　　　

鰺ヶ沢漁港に設けられた御仮殿（平成25年）　
夜には漁協や地域の氏子により宵宮が行われる　

ル
ー
ツ
と
さ
れ
る
祇
園
祭
が
、
本
来
は
「
疫え
き

病
び
ょ
う
」（
多
数
の
死
者
を
出
す
伝
染
病
）
を
鎮

め
る
祭
り
だ
っ
た
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ
う

か
。
コ
ロ
ナ
感
染
症
に
関
心
が
集
ま
る
な
か
、

意
外
と
知
ら
れ
て
い
な
い
疫
病
と
祭
り
の
関

係
や
、
白
八
幡
宮
大
祭
の
本
来
の
成
り
立
ち

に
つ
い
て
探
っ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

■
祇
園
祭
の
起
源

　

京
都
の
祇
園
祭
は
、
平
安
時
代
に
全
国

で
疫
病
が
流
行
し
た
貞
観
11
年
（
８
６
９
）、

疫
病
退
散
の
た
め
に
行
わ
れ
た
祇
園
社
（
現

在
の
八
坂
神
社
）
の
神
輿
渡
御
に
始
ま
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
の
よ
う
に
医
学
が
発
達

し
て
い
な
か
っ
た
時
代
、
疫
病
は
人
々
に

と
っ
て
得
体
の
し
れ
な
い
恐
怖
で
あ
り
、
怨

霊
の
祟た
た

り
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の

た
め
、
神
社
の
神
様
を
御
神
輿
に
移
し
、
神

様
に
市
中
を
ま
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
御お

旅た
び

所し
ょ

に
お
迎
え
し
て
怨
霊
を
鎮
め
る
神
輿
渡
御
の

祭
り
が
始
ま
っ
た
と
い
い
ま
す
。
ち
な
み
に

「
祭
り
」
と
い
う
言
葉
は
、
神
を
「
祀ま
つ

る
」

が
語
源
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
祇
園
祭
で
は
、
天
か
ら
神
霊
を
招

く
た
め
の
山や
ま

や
鉾ほ
こ

が
祭
り
に
加
わ
り
、
室
町

時
代
に
は
現
在
の
よ
う
な
豪
華
絢
爛
な
山
鉾

巡
行
が
発
達
し
て
い
き
ま
す
。
お
囃は
や
し子
を
奏

で
な
が
ら
巡
行
す
る
山
鉾
に
も
、
に
ぎ
や
か

に
市
中
を
ま
わ
る
こ
と
で
悪
霊
た
ち
の
怒
り

を
鎮
め
、
人
々
が
暮
ら
す
町
か
ら
出
て
行
っ

て
も
ら
う
祈
り
が
込
め
ら
れ
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

こ
の
う
ち
「
山
」
は
、
神
々
が
宿
る
聖
な

る
山
を
模
し
た
造
り
物
と
さ
れ
、
や
が
て
人

形
な
ど
を
飾
っ
て
祭
り
で
運
行
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
鰺
ヶ
沢
の
山や

車ま

の

ル
ー
ツ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
白
八
幡
宮
大
祭
と
神
輿
渡
御

　

延
宝
５
年
（
１
６
７
７
）、
地
域
の
安
全

や
五ご
こ
く
ほ
う
じ
ょ
う

穀
豊
穣
を
願
い
始
ま
っ
た
と
さ
れ
る
白

八
幡
宮
大
祭
も
、
祇
園
祭
と
同
じ
祭
り
の
形

態
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
大
祭
で
は
、
町

全
体
の
守
護
神
で
あ
る
白
八
幡
宮
と
白
鳥
大

明
神
の
神
様
（
御
神
体
）
を
乗
せ
た
２
基
の

御
神
輿
に
大
勢
の
行
列
が
従
い
、
８
月
14
日
、

16
日
の
２
日
間
を
か
け
て
町
中
を
ま
わ
り
ま

す
。
こ
の
時
、
御
神
輿
を
町
内
に
お
迎
え
す

る
御
旅
所
の
こ
と
を
、
鰺
ヶ
沢
で
は
「
御お

仮か
り

殿で
ん

」
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　

御
仮
殿
は
、
古
く
は
浜
町
の
弁
天
宮
（
胸

肩
神
社
）
だ
っ
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
明
治
時

代
か
ら
は
、
田
中
町
の
〆

し
め

ニに

戸
沼
家
や
、
淀

町
の
豊と
よ

受ず

美み

神
社
な
ど
、
町
の
両
端
に
交
互

に
置
か
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
近
年
で

は
、
鰺
ヶ
沢
漁
港
に
御
仮
殿
が
設
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
祭
も
ま
た
、
祇
園
祭
と
同
じ
よ
う
に
神

様
を
御
仮
殿
に
お
迎
え
し
、
町
民
の
幸
せ
を

町
全
体
で
祈
る
「
祭
り
」
だ
っ
た
の
で
す
。

　

今
で
は
生
活
習
慣
も
変
わ
り
、
大
祭
の
持

つ
宗
教
的
な
側
面
は
意
識
さ
れ
に
く
く
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
祭
り
に
込
め
ら
れ
た
本

来
の
意
味
を
知
る
こ
と
で
、
今
年
の
大
祭
を

違
っ
た
見
方
で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ
う
。
歴
史
の
積
み
重
ね
を
知
り
、
先
人

た
ち
の
思
い
に
再
び
光
を
当
て
る
こ
と
で
、

大
祭
の
魅
力
が
さ
ら
に
高
ま
る
も
の
と
信
じ

て
い
ま
す
。�

（
町
学
芸
員　

中
田
）

［白八幡宮大祭ホームページ］�でくわしい図録がご覧いただけます　👉https://www.town.ajigasawa.lg.jp/taisai

山

鉾
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弘
前
の
旧
修
験
家
④

　

木
々
の
葉
が
青
々
と
茂
り
だ
し
、
季
節
は

い
よ
い
よ
初
夏
の
様
相
を
呈
し
て
き
ま
し
た

ね
。
皆
さ
ん
は
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う

か
。

　

つ
い
先
日
ま
で
、
私
は
長
野
県
の
佐
久
市

と
い
う
と
こ
ろ
に
お
り
ま
し
た
。
同
市
は
長

野
県
の
東
部
、
い
わ
ゆ
る
東
信
地
方
の
市
で

あ
り
、
群
馬
県
と
の
県
境
に
位
置
し
て
い
ま

す
。
実
は
こ
の
佐
久
市
、「
日
本
三
大
ケ
ー

キ
の
街
」
の
一
つ
と
し
て
有
名
で
す
。

　

ほ
か
、「
日
本
三
大
ケ
ー
キ
の
街
」
は
ど

こ
か
と
い
う
と
、
東
京
は
目
黒
区
の
自
由
が

丘
、
そ
し
て
兵
庫
県
の
神
戸
市
な
の
だ
そ
う

で
、
こ
の
並
び
に
佐
久
市
が
入
っ
て
く
る
と
、

失
礼
な
が
ら
「
大
丈
夫
か
…
？
」
と
思
っ
て

し
ま
い
ま
す
が
、
ご
安
心
を
。

　

人
口
に
占
め
る
ケ
ー
キ
屋
件
数
の
割
合
は

佐
久
市
が
一
番
高
い
そ
う
で
、
何
よ
り
、
美

味
し
い
ケ
ー
キ
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

普
段
は
辛
党
の
私
も
、
美
味
し
い
ケ
ー
キ
に

舌
鼓
を
打
つ
ほ
ど
で
し
た
。

　

ケ
ー
キ
の
ほ
か
、
佐
久
市
は
食
用
鯉
の
養

殖
が
盛
ん
で
、
こ
ち
ら
も
実
食
し
て
み
ま
し

た
が
、
何
と
も
微
妙
な
感
じ
だ
っ
た
の
で
、

詳
細
は
割
愛
し
ま
す
。

　

さ
て
、
今
号
で
は
弘
前
市
大
沢
の
旧
修
験

家
で
あ
る
池
田
家
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
詳

し
く
見
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

池
田
家
は
、
集
落
内
に
あ
る
池
田
姓
の
総

本
家
で
す
。
ま
た
弘
前
大
学
人
文
学
部
民
俗

学
実
習
室
の
報
告
に
よ
れ
ば
、
池
田
家
を
集

落
内
で
最
も
古
い
家
で
あ
る
と
い
っ
た
り
、

大
沢
集
落
の
草
分
け
と
呼
ん
だ
り
し
て
い
る

人
が
い
る
と
い
い
ま
す
。
大
沢
集
落
に
住
む

昭
和
８
年
（
１
９
３
３
）
生
ま
れ
の
男
性
に

よ
れ
ば
、
冠
婚
葬
祭
や
常
会
な
ど
の
際
に
会

食
す
る
時
は
、
池
田
家
の
当
主
が
上
座
に
座

る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
池
田
家
は
代
々
、
大
沢
集
落
上
村

地
区
に
あ
る
、
八
幡
神
社
の
宮
司
を
務
め
た

家
で
し
た
。
現
当
主
・
池
田
氏
の
曽
祖
父
の

代
ま
で
神
職
と
し
て
活
動
し
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
子
ど
も
が
神
職
に
な
ら
な
か
っ
た
た
め
、

そ
の
後
池
田
家
の
成
員
が
宮
司
を
務
め
る
こ

と
は
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

お
話
を
伺
っ
た
池
田
氏
も
、
神
事
や
神
社

に
関
す
る
宗
教
的
な
行
為
は
行
っ
て
い
な
い

と
の
こ
と
。

　

し
か
し
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
小
森
集
落

の
工
藤
家
同
様
、
池
田
氏
の
祖
母
が
宗
教
的

行
為
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
次
号
で
詳
し
く

ご
紹
介
し
ま
す
。

�

（
青
森
県
民
俗
の
会　

櫻
井
歓
太
郎
）

　昔は、中村川沿いの新田町側にもう一本川が流れ
ており、「古川」と呼ばれていました。現在この場
所は、青い森信用金庫出張所前から鰺ヶ沢病院方向
に向かう道路になっています。　
　写真は、当時古川にかかっていた古川橋（通称：
スズメの橋）から上流を写したもの。写真の右後方
に、新田町にあった「玉の湯」の高い煙突が見えて
います。� （町学芸員　中田）

～舞戸の古川～
わが町・あの日・あの時 �

写真でふりかえる

解説：千田寿衛（町文化財審議会会長）

　北海道・本州・四国・九州・アジア東部・北アメ
リカ東北部・ヨーロッパ等に広く分布する落葉性の
多年草。日当たりの良い河岸、原野の湿地から山地
の湿り気のある草原等に群生する多年生のシダであ
る。
　根茎から細い茎を地中にはわせ、その先に新しい
芽を出して増える。葉には栄養葉と胞子葉との２型
があり、根茎から束生する。春に栄養葉が先に現わ
れ、胞子葉は秋に出る。栄養葉は長さ１ｍにも達し、
草質、鮮緑色でその形態は端正で美しい。
　栄養葉の芽吹きがコゴミと呼ばれ食用とされる。

遊ゆ
う
山ざ
ん
道ど
う
の　
　

植
物
図
鑑（
58
）

ク
サ
ソ
テ
ツ

町観光協会提供

昭和35年

 

［
第
19
回
］

13

★まちのホームページ
　　　　　⇒　https://www.town.ajigasawa.lg.jp



45歳以上の方の転職・再就職を
サポートします

　ネクストキャリアセンターあおもりで
は、就職活動のノウハウ（仕事の探し
方・応募書類作成・面接対策など）を知
りたい方、就職活動に不安を抱えている
方などを、カウンセラーがマンツーマン
でサポートします（予約制）。お気軽に
ご相談ください。費用は無料です。
※�この職業相談は雇用保険受給資格者の
求職活動として認められます。
【青森地区】
開催日▶月～金曜日、第２・４土曜日
時間▶９：00～16：00
場所▶ネクストキャリアセンターあおもり
　　　（�青森市安方１丁目1-40　青森県

観光物産館アスパム７階）
【弘前地区】
開催日▶月～金曜日
時間▶９：00～16：00
場所▶キャリアスクールＩ・Ｍ・Ｓ
　　　（弘前市土手町134-8）
申・問ネクストキャリアセンターあおもり
� ［☎017－723－6350］
［メール：chuukounen@ims-hirosaki.com］

初心者弓道教室を開催

　五所川原弓道会では、初心者弓道教室
を開催します。参加を希望される方は、
下記までお申込みください。
期間▶６月10日（金）～７月16日（土）
　　　（日曜日は除く）
時間▶月・水・金曜日　10：00～11：30
　　　火・木・土曜日　19：00～20：30
場所▶五所川原市弓道場
　　　（五所川原市唐笠柳藤巻507-1）
対象▶中学生以上
　　　※中学生は保護者の同意が必要です。
受講料▶無料（備付けの弓具を使用します）
� 申・問五所川原弓道会事務局　越後谷
� ［☎080－1804－6327］
� ［メール：gokyukai1957@yahoo.co.jp］

生活に関するお悩みはこちらへ
あんしん相談窓口あじがさわ

　鯵ヶ沢町社会福祉協議会では、生活し
ていくうえで様々な課題を抱える住民の
方を支援するための相談を受付けていま
す。
　また、相談ツールのひとつとして、
メール相談・LINE相談も行っています。
　ひとりで悩まず、お気軽に下記までご
相談ください。
　費用は無料。秘密厳守。
メール相談用アドレス
　ajisya@r15.7-dj.com
LINE相談はこちらから
　アクセスしてください。
� 問鯵ヶ沢町社会福祉協議会
� ［☎82－1602］

労働委員会委員による労働相談会
　個々の労働者と事業主との間に生じた
労働問題（解雇・賃金引下げ・長時間労
働・パワハラなど）について、青森県労
働委員会委員が相談に応じます。費用は
無料、秘密は厳守します。詳しくは下記
までお問合せください。
対象者▶県内の労働者・事業主
場所▶青森県労働委員会
　　　（東奥日報新町ビル４階）
日時▶６月７日（火）13：30～15：30
　　　６月19日（日）10：30～12：30
　　　７月５日（火）13：30～15：30
　　　７月24日（日）10：30～12：30
※随時受付していますが予約優先です。
※�新型コロナウイルス感染拡大防止のた
め、マスク着用、検温の実施などの対
応をお願いします。
� 申・問青森県労働委員会事務局
� ［☎017－734－9832］

鰺ヶ沢町地域職業相談室のご案内
　鰺ヶ沢町地域職業相談室は、ハロー
ワークと鰺ヶ沢町の共同運営施設です。
お仕事の内容や応募条件の確認、面接対
策や応募書類の書き方など、皆さまのお
仕事探しのお手伝いを行っています。
　また、全国のハローワークで受付した
求人票を見ることができ、季節求人も含
め随時更新されています。ぜひ、お気軽
にご利用ください。
利用日▶月～金曜日
　　　　（土日祝・年末年始除く）
時間▶９：30～17：00
場所▶鰺ヶ沢町中央公民館１階
� 問鰺ヶ沢町地域職業相談室
� ［☎72－3124］

事業主の皆さまへ
ハローワークからのお知らせ

　６月１日（水）から県内のハローワー
クにおいて、新規高等学校卒業予定者を
対象とする求人申込みの受付を開始しま
す。
　また、受理した求人は７月１日（金）
から高等学校に公開され、就職を希望す
る生徒は、夏休み前に応募する企業の絞
り込みを行います。
　前年度、ハローワーク五所川原管内で
は、６割以上の求人が６月中に申込まれ
ており、全国的にも求人申込みの早期化
が進んでいます。優秀な人材の確保のた
めに６月中の求人申込みをお願いします。
求人の申込みについて▶求人企画部門
就職支援全般について▶専門援助全般
� 問五所川原公共職業安定所
� ［☎0173－34－3171］

自動車税種別割の納付はお早めに！コンビニ・クレジットのご利用を
　自動車税種別割の納期限は６月30日（木）です。お近くのコンビニエンスストア
や銀行、郵便局などの金融機関で納付してください。
　また、所定のスマートフォンアプリなどを利用して、クレジットカードやイン
ターネットバンキング、電子マネーで納付することもできます。詳しい内容は、以
下の県ホームページリンク「納付方法」からご確認ください。
https://www.pref.aomori.lg.jp/soshiki/soumu/zeimu/027_jidousha_ohayameni.html
� 問西北地域県民局　県税部［☎0173－34－3141］
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こんにちは！地域おこし協力隊です
　４月19日、漁師さんにお誘いいただき、これから始まる遊
漁船のシーズン前の調査ということで、船釣りに行ってきまし
た。昨年９月に同じ漁師さんと釣りに行った際は、マダイを筆
頭にイナダやアイナメなどが爆釣でした。シーズン前とはいえ、
秋にそれだけ釣れるなら今回もと期待しておりましたが、結果
は漁師さんと我々協力隊の３人でわずか10尾程度と惨敗でし
た。まるで海に魚がいなくなったのかというくらい魚の反応が
ありませんでした。
　鰺ヶ沢の海は四季の違いが大きくわかりやすいとは聞いてい
て、漁協で魚の荷受けをする際にも水揚げされる魚で季節の移
り変わりを感じていました。しかし、実際に自分たちの手で魚
を釣ることで鰺ヶ沢の海の“深さ”を改めて感じることができ
ました。
　釣れた魚は主に刺身、寿司にして食べました。ホッケの刺身
は甘みが強く美味しく、ミズクサガレイの刺身はカレイ独特の
味が濃くもはやヒラメよりも美味しいと感じました。そんな美
味しい魚がこれからたくさん釣れる時期になるのがとても楽し
みでなりません。早く釣りがしたいです！
� 　（地域おこし協力隊　中村　亮介）

　　五所川原塗装工業会会員「心・技・色」
　　　　　　　　青森県知事許可（般-２）４００４９９号 fujiichi.bisou

　一級建築塗装技能士
　一級鋼橋塗装技能士

　　（代表）　藤田　一哉 　単一等級調色技能士
　登録建設塗装基幹技能者　　職業訓練指導員

　　　　　地域密着型塗装店！お気軽にご連絡下さい。
　　　　※１．２カ月先の予約・来年の塗装予約もOK！

つがる市森田町床舞豊原1-8
電話０１７３－２６－４３４１ 携帯０８０－６００１－１７６０

　藤一美装ペンキの
お化粧屋

--- 社会福祉法人 音 羽 会 --- 
 

〒038-2712 鰺ヶ沢町大字長平町字甲音羽山 65-412 

介護老人保健施設 ながだい荘（入所・通所）        
☎0173-72-1122 

グループホーム うぐいすの里   ☎0173-72-1314 
 

〒036-8066 弘前市向外瀬字豊田 319-1 

住宅型有料老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅 

シニアシティ弘前         ☎0172-55-5858 

天然温泉、全個室：エアコン・トイレ・洗面台・ミニキッチン 

（ＩＨヒータ）付 

 

ホームページ http://otowakai.or.jp/ 

ツイッター・インスタグラム 更新中！
　鰺ヶ沢で獲れている魚をツイッターやインスタグラムで
紹介しています。ぜひフォローをお願いします。ツイッター

@aji_gyogyo
インスタグラム
＠aji.gyo

アイナメを寿司でいただきました

今回の釣果
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○
入
学
式

　

４
月
７
日
（
木
）、
本
校
第
１
体
育
館
に

お
い
て
、
令
和
４
年
度
入
学
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
新
入
生
を
代
表
し
て
白
取
大
造
さ
ん

（
森
田
中
出
身
）
が
宣
誓
し
、
新
入
生
９
名

が
鰺
高
生
と
し
て
の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し

た
。

「
新
入
生
の
抱
負
」

�

工
藤　

誠
志

　

人
数
は
少
な
い
け
ど
先
生
も
み
ん
な
も
優

し
く
て
良
い
学
校
で
す
。
単
位
を
落
と
さ
な

い
よ
う
に
勉
強
を
頑
張
り
た
い
で
す
。

�

白
取　

大
造

　

こ
の
高
校
で
は
一
度
も
会
っ
た
こ
と
が
な

い
人
ば
か
り
な
の
で
、
そ
の
人
た
ち
と
仲
良

く
楽
し
く
生
活
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
で
す
。

�

高
橋　

大
翔

　

僕
の
今
年
の
目
標
は
、
１
年
間
毎
日
楽
し

く
過
ご
し
、
勉
強
を
頑
張
り
、
た
く
さ
ん
の

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
す
。

�

豊
澤　

悠
真

　

僕
の
今
年
の
目
標
は
、
勉
強
と
部
活
動
を

頑
張
る
こ
と
で
す
。
苦
手
な
教
科
を
あ
き
ら

め
な
い
で
取
り
組
み
ま
す
。

    

鰺
高
通
信

～鰺ヶ沢高校行事予定～
（６月）

◦３日（金）～５日（日）　高校総体

◦13日（月）　胸肩神社宵宮巡回

◦20日（月）～24日（金）　授業公開週間

◦25日（土）　体育祭

◦27日（月）　振替休日

問青森県立鰺ヶ沢高等学校［☎72－2106］
　ＨＰ　http://www.ajigasawa-h.asn.ed.jp/

○
今
年
度
の
鰺
高
ス
ロ
ー
ガ
ン
決
定

　

全
校
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
選
出
さ

れ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
、
４
月
22
日
（
金
）
に

前
期
生
徒
大
会
で
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

「
あ
き
ら
め
な
い
心
は
未
来
へ
の
地
図
」

　

こ
の
言
葉
に
は
「
失
敗
し
て
も
あ
き
ら
め

な
い
こ
と
は
、
将
来
の
自
分
の
た
め
に
な
る

も
の
を
手
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う

意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
鰺

高
の
活
躍
に
御
期
待
く
だ
さ
い
。

�

永
谷　

佳
太

　

鰺
ヶ
沢
高
校
で
は
、
色
々
な
事
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
。
勉
強
と
部
活
動
の
両
方
に
力

を
い
れ
て
、
充
実
し
た
高
校
生
活
に
し
た
い
。

�

新
岡　

琥
珀

　

人
数
は
少
な
い
け
ど
、
そ
の
分
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
先
生
方
が
し
っ
か
り
と
勉
強
を
教

え
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
勉
強
を
頑
張
っ

て
い
き
た
い
で
す
。

�

岩
本　

紗
蘭

　

鰺
高
に
入
学
し
て
か
ら
色
ん
な
教
科
が
増

え
、
と
て
も
難
し
い
で
す
。
で
も
１
年
間
を

通
し
て
楽
し
い
と
思
え
る
よ
う
に
頑
張
り
た

い
で
す
！　
　

�
佐
藤　

澪
羅

　

人
数
は
９
人
と
多
く
は
な
い
で
す
が
、
ク

ラ
ス
み
ん
な
で
楽
し
め
た
ら
い
い
な
と
思
い

ま
す
。
苦
手
な
教
科
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

�

竹
浪　

怜
菜

　

人
数
は
９
人
と
少
な
い
け
れ
ど
、
み
ん
な

で
協
力
し
て
い
ろ
い
ろ
な
事
に
挑
戦
し
て
い

け
た
ら
な
と
思
い
ま
す
。

新入生代表挨拶新入生の様子
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【法テラス鰺ヶ沢法律事務所の概要】
◆所 在 地　〒038︲2761
　　　　　　鰺ヶ沢町大字舞戸町字後家屋敷９⊖４
　　　　　　鰺ヶ沢町総合保健福祉センター内

◆業務時間　月～金　９：00～17：00
　　　　　　（土・日・祝日は休業）

◆電話番号　０５０－３３８３－８３６９

◆業　　務
①法律相談（面談による相談。事前予約制。）
・有料での法律相談
・ 無料法律相談（収入や預貯金が少ない方。た

だし、刑事事件に関する相談は対象外。）
※ 65歳以上のご高齢の方、障がいや病気で外出

ができない方など、法律事務所へ赴くことが
困難な場合には、弁護士による出張法律相談
ができる場合があります。お気軽に法テラス
鰺ヶ沢法律事務所までお電話ください。

②事件の受任
　訴訟手続代理業務や債務整理代理業務など

～鰺ヶ沢町にお住まいのみなさまへ～
　 弁護士に相談することなのか分からない場合

でもお気軽にお電話ください！！
　お待ちしております(^O^) ／

　　サポート終了

　６月15日（日本時間16日）で、マイクロソフト

がInternet�Explorerのサポートを終了するそうで

す。Windows95の時代から多くの人に利用されて

きたウェブブラウザのサポート終了は寂しいような

気もしますが、これも技術の発展に伴う時代の流れ

なのでしょうか。

　ところで、このInternet�Explorerはいまだに、

一部の企業や役所のホームページの利用の際の推奨

ブラウザになっていた気がするのですが、こちらの

対応は間に合うのでしょうか…。

� 弁護士　遠
えん

藤
どう

　弘
ひろ

士
し

Vol.₇₉

遠藤弁護士

※ 下記は、関係者に確認のうえ、了承を得た方のみ
掲載しています。今月の戸籍の窓

鰺ヶ沢町の交通事故発生状況
（令和４年４月末現在）

▼発生件数　　　　 2件　（－ 1）
▼死 者 数　　　　00人　（±00）
▼傷 者 数　　　　02人　（－01）
＜※カッコ内は前年との比較＞

《お問合せ》鰺ケ沢警察署交通課
（☎72－2151）

鰺ヶ沢町の人口
（令和４年４月末現在）

▼男　4,282人 （4,279人 ＋03）

▼女　4,874人 （4,877人 －03）

▼計　9,156人 （9,156人 ±00）

▼世帯数　4,453 （4,442 ＋11）

　※カッコ内は先月との比較

（４月16日～５月15日届出分）

加　藤　希
き

　琉
りゅう

　（岳峰）　長　平　町

赤　石　　稀
まれ

　　（英行）　上　　　野

（４月16日～５月15日届出分）

大　谷　昭　弘　（78歳）　松　　　島

木　村　ナ　ミ　（94歳）　小�屋�敷�町

福沢　長右衛門　（84歳）　姥　　　袋

佐　藤　藤　義　（93歳）　白　　　沢

内　山　由　江　（98歳）　姥　　　袋

山　田　愛　子　（85歳）　岩　　　谷

中　田　久　光　（85歳）　赤　　　石

太　田　良　一　（59歳）　小　森　町

福　田　眞　弘　（87歳）　小　　　夜
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　今回は、公益財団法人青森県りんご協会主催のりんご学校
で、昨年５月から10回にわたってりんご栽培技術などを学
んだ井上しのぶさん、佐藤恵美さんにお話を伺いました。

◆軽装での執務推奨についてのお知らせ
　６月１日～９月30日の期間、町職員はノーネクタイなどの軽装で執務を行います。事務処理や作業の効率化、体調管理
の一環として実施しています。皆さまのご理解をお願いします。

　４月４日、たていし愛児園（渡邊ルミ子園長）の年長児10
名が建石町の佐藤恵美さんのりんご園地で枝拾いを行いました。
同園では毎年、食育の一環として町の農業を知ることを目的に、
様々な農業体験を実施しています。
　枝拾い作業は、薬剤散布や草刈りに使用する車両型の農機具
が走りやすいようにするため行われました。園児は落ちている
枝を繰り返し拾い集め、たくさんの枝が集まりました。
　神琥

こ は る

陽君は「両手いっぱいになるまで頑張って拾った」と話
してくれました。
　園児は今後、りんごの摘果や収穫作業などを行い、年間を通
してりんごの栽培体験を行います。

りんご栽培を体験　たていし愛児園

枝拾いを行う園児の様子

－りんご栽培を始められ
たのはいつからですか？
　経営主になって今年
で２年目になりますが、
元々両親がりんご農家
だったので、繁忙期には
手伝ったりしていました。
その時は継ぐつもりはな
かったんですけどね。
－なぜ、継ごうと思われ
たのですか？
　父の身体を壊した姿を見ているうちに、この先りん
ごを作れないのかと思ったら、りんご畑がもったいな、
と。だったら、やってみようかなと継ぎました。
－りんご栽培はご両親から？
　いえ、父に教えてもらうつもりで継いだんですが、
その直後に亡くなってしまって。一から農業をやる感
じになってしまいました。でも、母や周りの村の人に
聞いて助けてもらいながら作っています。
－りんご栽培の魅力は？
　やっぱり努力した結果が見えたときですね。収穫時
期に、真っ赤に色づいたりんごを見ると、頑張ってよ
かったと思いますね。
－りんご学校ではどのようなことを学びましたか？
　農薬の種類や成長過程、りんごがかかる病気などの
基礎を学びました。農薬をかける間隔など知らないこ
ともあったので良い経験になりました。
－佐藤さんの存在をどうお思いですか？
　経験がない中、頑張っている姿を見ると良い刺激に
なります。やる前から諦めるのではなく、できると
思って挑戦しようという気持ちにさせてくれます。
－これからの目標は？
　まずは両親が大切にしてきた、このりんご畑を守っ
ていきたいです。それと、来年、父が作りたがってい
た、ふじの「紅

べに

虎
とら

」という品種を植えるんです。うま
く育って、りんごが実ってくれると嬉しいですね。

－りんご栽培を始められ
たのはいつからですか？
　ゼロからスタートして、
今年で３年目です。
－ゼロからスタートとは？
　りんご運搬のお手伝い
をしたことはありますが、
収穫などの作業をしたこ
とはなくて。全く分から
ない状態でりんご栽培を
始めました。
－不安などはなかったですか？
　深浦町出身なのですが、深浦にりんご畑はないんで
す。未知の世界すぎて、むしろチャレンジしてみたい
と思いました。
－そこまで興味を持たれたきっかけは？
　うちのりんご畑にしかない、黄色くて甘いりんごが
実る木があるんです。前の園主がここを手放すと聞い
て誰かに切られるくらいなら私が育てたいと思って。
－何という品種ですか？
　前園主からは突然変異したものと聞いています。今
ある木はそれを増やしたものなのですが、親の木はす
でに切られてしまっていたので品種は私も分からない
んです。
－作業のやり方などはどうされていたのですか？
　近所の人に「今、何やるの？」ってたくさん聞いて
教えてもらって。今も色んな人に助けてもらっています。
りんご学校で学んだことやこれまでの経験を活かして、
作業内容を改善しながら作っていきたいです。
－井上さんの存在をどうお思いですか？
　年齢が近いことや女性農家であること、始めた時期
が近いことなど共通点が多く、お互いに情報交換をし
たり悩みを話し合あったり、頼りになる人です。
－これからの目標は？
　食べた人が笑顔になれるりんごを楽しみながら作っ
ていきたいです。それと、ここにしかない黄色いりん
ごの木を増やしていけたらと思います。

ゲラちゃんが探る！

井上　しのぶさん
（建石町）

佐藤　恵美さん
（建石町）
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